
 

令和５年度第１回子ども・子育て分科会の開催報告について 

会議の名称 令和５年度第１回守谷市保健福祉審議会子ども・子育て分科会 

開催日時 
令和５年１０月５日（木） 

開会：１４時００分   閉会：１５時４５分 

開催場所 守谷市役所 A棟３階 庁議室 

所管課 こども未来部 すくすく保育課、のびのび子育て課 

出 

席 

者 

委 員 
垰本委員（分科会長）、吉田委員、松山委員、寺田委員、 

大川委員、越智委員 

事務局 

こども未来部 石塚部長、すくすく保育課 森山次長、飯塚課

長補佐、中堀係長、水谷主事、長谷川主事 

のびのび子育て課 上野課長、笠見所長 

公開・非公開 ■公開  □非公開  □一部公開 傍聴者数 ０人 

審  議  経  過 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議題 

（１）遊育施設（あそびの森もりっ子）のプロポーザル選定結果について 

 のびのび子育て課から説明後、意見交換を行った。委員からの質疑及び

意見は以下のとおり。 

・当該施設の必要性や場所の選定はどのように決めたのか。 

 ⇒ 平成３１年に市長の発案があり、検討してきた。大型遊具を活用し、 

子どもたちが将来の生活に必要な基本動作、危険回避能力、運動能 

力、コミュニケーション能力等をバランスよく培うこと、地域の子 

育て支援強化を目的としている。場所は保健センターの改修を契機 

に、空いた部屋の利活用の検討の中で決定した。 

   ・遊具の安全性はどうか。 

    ⇒ プレイリーダーを常駐させて見守る。 

・１時間の利用制限とした経緯は。 

 ⇒ 子どもの体力面、施設の規模、駐車場の確保を考慮し設定したもの。 

空きがあれば連続利用も可としている。 

・子育て支援の場として、市が率先して事業を行うことは好ましい。 

・利用時間制限は、子どもの体力面、利用者の回転数、保護者の心情から 

１時間で適切である。 

・同社の遊具は質が高く、同じ製品を使用する他市施設と比較して非常に 

報告事項 No.6 



リーズナブルである。 

   ・一緒に来た小学生のきょうだいが待てるよう、図書スペース等があると 

    なお良い。 

（２）第二期守谷市子ども・子育て支援事業計画の随時見直しについて 

    すくすく保育課から、以下の説明を行い、意見交換を行った。 

①今年度、既存幼稚園の認定こども園の幼保連携型認定こども園への移 

 行や、３か所の保育園等の利用定員を引き下げる変更の申出があった 

ことから、確保方策の見直しを行うものである。 

②守谷二三ヶ丘幼稚園の令和 7年度からの認定こども園移行については 

国の方針により、基準を満たす限り、原則として認可・認定を行うこ 

ととなっている。 

③株式会社アイグランが設置する保育園２か所及びもりや幼保園の利用 

 定員引き下げについて事業者から経営状況改善のためと相談があり、 

 複数年に渡り協議してきた。実利用人数に合わせて利用定員を引き下 

げるものであり、子ども・子育て支援法によれば事業者の届出で足り 

 認めざるを得ないものである。 

委員からの質疑及び意見は以下のとおり。 

・少子化が進行し、幼稚園は認定こども園に移行せねばやっていけない 

 のかもしれないと感じている。 

・守谷市の保育園はまだ他市より状況は良いが、全国的には子どもも保 

育士もいない。利用定員を引き下げれば公定価格の保育単価が上がる 

ので経営上は必然的にこのような流れになる。 

・国の通知どおりに３か月前に届け出れば定員が引下げられるのは、事 

業者としてはありがたい。他市では認められないところもある。ただ 

保育士不足を理由に認めるとなれば、他の事業者の追随が予想される 

が確保方策は大丈夫か。 

⇒ 確保方策に不足が出ないよう、従前どおり事業所と予め協議を行 

  う方針である。今後は少子化の進行とともに、実利用人数に定員 

を合わせていく方向になると思われる。 

   ・突然閉園となれば確保方策に不足が出る。何年かかけて協議ではなく 

柔軟に利用定員が引き下げられれば閉園は防げるのではないか。 

（３）第三期守谷市子ども・子育て支援事業計画策定スケジュールについて 

令和 7年度を始期とするため、５～６年度２年間の策定スケジュール 

   を説明し、意見交換を行った。委員からの質疑は以下のとおり。 

・子どもの貧困、虐待も含めた子どもに関する総合的な計画となるのか。 

⇒ これらの問題を扱う市こども計画は、国が今後示すこども大綱を受 

  け策定予定ではあるが、保育や子育て施策に特化した子ども・子育 

て支援事業計画とは別立てとし、将来的には統合したい。第一期・ 

第二期計画は待機児童解消のため、量の確保が課題であったが、第 

三期は量の安定と質の向上を目指す計画としたい。 

４ 閉会 



 


